
インフラストラクチャーの変革と
アプリケーションのモダナイゼー
ションに向けたジャーニーを
シンプルに
多様性や速度、ボリュームに対応したクラウドを構築



2

課題
IBM Institute for Business Valueは、98%の組織が2021年までに複数
のハイブリッドクラウドの採用を計画していると推定しています。
しかし、調査では以下のことが明らかになりました。

– マルチクラウド管理戦略を持っているのは 41% のみ 1

– その環境を運用するために必要な手順やツールを持っているのは 38% 
のみ 1

– マルチクラウド・オーケストレーターまたはその他のマルチクラウド管
理プラットフォームを持っているのは 30% のみ 1

ハイブリッド、マルチクラウドが遠い未来のものではないことは明白で
あり、実際にすでに実現しています。今、ITリーダーは、ハイブリッド、マ
ルチクラウド環境でデジタルトランスフォーメーションの真価を引き出す
ためにどうすればよいかという課題に直面しています。

IT機能をクラウドに移行することで企業は多くのメリットを得られま
す。しかし、複数のテクノロジーやクラウド環境を用いたり、サービスプロ
バイダー間をまたいだりした場合の自動化やオーケストレーションは、複
雑でコストがかかる場合があります。

企業のクラウドネイティブ機能とDevOps機能を安全かつコス
トパフォーマンスの高い方法で構築するにはどうすればよいか 

ベンダーロックインを回避し、オープンアーキテクチャーのメリッ
トを得るにはどうすればよいか

Amazon Web Services(AWS)、Microsoft Azure、Google 
Cloud Platform(GCP)、IBM® Cloud®のような複数のテクノロ
ジーやパブリッククラウドをまたいでオーケストレーションする
にはどうすればよいか

アプリケーションの開発や導入のスピードを上げるために、仮
想化やコンテナ化されたプラットフォームを迅速に構築するに
はどうすればよいか 

アプリ開発チームがIaC (Infrastructure as Code) を使ってイン
フラストラクチャーを効率的にプロビジョニングするにはどうす
ればよいか 

マルチクラウド環境に対応したインフラストラクチャーサービス
を構築するにはどうすればよいか

以下の重要な問いに向き合っていますか？
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ハイライト
	– インフラストラクチャーの変革や

アプリケーションのモダナイゼ
ーションのためのエンタープライ
ズ・ソリューションの構築

	– プライベートクラウドと主要なハ
イパースケーラーによるクラウド
とのハイブリッドクラウド環境の
実現

	– 基本的なサーバー構築時のプロ
ビジョニングとデプロビジョニン
グに関するコスト削減

– プロビジョニング前後のワーク
フローによる自動化やツールと
の統合、アプリケーションレディ
なクラウドインフラストラク
チャーの構築

– 繰り返し作業が多い複雑で退屈
な操作タスクの自動化と簡素化
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キンドリルのMulticloud Deployment Serviceは実際に導入を成功させてき
た長年の経験に基づき、コンテナと仮想化の両方のワークロードに対してエン
タープライズ対応の標準的な設計図を利用し、インテリジェントでフルマネー
ジドのマルチクラウド・オーケストレーションと自動化プラットフォームを提
供します。

キンドリルのMulticloud	Deployment	Servicesが提供する価値

複雑さの軽減：マルチクラウド環境を単一のオーケストレーティング・プラッ
トフォームで統合します。

DevOpsの改善：自動化されたパターンやワークフローを導入し、運用効率
を高め、サービスの導入時間を短縮します。

ゼロタッチITの実現：セルフサービスポータルを活用することで、管理の合理
化やITリソースのニーズの上限設定、ガバナンス問題の追跡などがユーザー自
身で可能になります。

即時に利用可能：一元的にホストされたプラグ・アンド・プレイ機能によ
り、既存のツールやアーキテクチャーが統合可能です。

ほとんどのテクノロジーと連携：オープンアーキテクチャーを採用しているた
め、IBM、Red Hat®、VMware、AWS、Microsoft Azureなど、ほとんどの主要な
クラウド管理技術を柔軟に使用することができます。

インフラの将来性を支援：クラウドネイティブなインフラストラクチャーをサ
ポ ートし、仮想化とコンテナのオーケストレーションを提供する次世代プラッ
トフォームの構築ができます。アジャイルな最新のアーキテクチャーの実現を
支援します。

多様性や速度、ボリュームに対応して拡張するプラッ
トフォームの構築
キンドリルのMulticloud Deployment Servicesは、企業がインフラストラク
チ ャーを変革し、アプリケーションをモダナイズすることで、アジリティや効率
性、予測可能性、セキュリティに優れたクラウドに移行できるクラウド・エン
ジニアリング・ソリューションを提供します。

– スピードとアジリティの大幅な向上を実現 
– エンド・ツー・エンドで統合し、効率性を向上
– DevSecOpsの原則を採用したセキュリティに優れた設計
– 事前にテストされた標準的な構成とアセスメントによる予測性を向上 
– スコープによるコスト削減



セルフプロビジョン

一元化された
オーケストレーション

  (vRealize、Red Hat
OpenShift®、 
ICP/ICAM)

環境ごとのオーケス
トレーション

運用自動化
（CHEF、Red Hat 

Ansible®、 
Terraform、 
HELM など）

シングルテナント マルチテナントアクティブ化と非アクティブ化に対する 2 次コントロール (SCoAD)

詳細な計画

プロビジョンする 
構成の選択

ビジネスレベル 
の承認

フルフィルメント
の割り当て 要求者への通知

サービス要求 
の作成の終了SCoAD資産登録サービス要求 

の承認
サービス要求 

の作成
要求の提出 

（フルフィラー）

セルフプロビジョン 
にログイン

IP アドレスの
予約

DNS  
の登録

ファイルシステムの 
作成と OS の構成

ツールとエー 
ジェントの導入

ミドルウェア 
の導入

パッチの順序付け ツールの統合
ハード化と

継続的なコンプライアンス

エンドポイントとしてのプライベートクラウド、AWS、Microsoft Azure、GCP、IBM Cloud

基本オペレーティング 
システム (OS) のイメー

ジを持つ仮想マシ 
ン (VM) またはコンテ

ナの作成

4

マルチテナント・アーキテクチャーを使用したさまざ
まな構成の管理
ビジネスグループごとにvRAセルフサービスポータルを分離しようとしている
サービスプロバイダーや企業は、マルチテナント・アーキテクチャーを使用し
てこの目標を達成することができます。
キンドリルの Multicloud Deployment Services は、各部署やビジネスユニッ
トが専用のセルフサービスポータルを取得でき、内部でマルチテナントを使用
したエンタープライズ・デプロイメントを実現します。このソリューションは、
サービス・プロバイダー・デプロイメントも可能にします。複数のクライアン
トにマルチテナンシーを提供して、それぞれのクライアントが専用のテナント
アクセスとセルフサービスポータルを利用できます。
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IT-as-a-serviceソリューションの一元管理による
ビジネスのアジリティ向上 

キンドリルのMulticloud Deployment Servicesを使用すると、以下のことが可
能になります。

– インフラストラクチャーやアプリケーション、カスタムITサービスを提供する際
に、パターンを使用してオーケストレーションと自動化を行います。ここで言う
パターンとは、インフラストラクチャーやミドルウェアの構築と運用を自動化
するよう設計され、繰り返し実行できるようにした分かりやすい形式のコード
です。

– オンプレミスとオフプレミス環境（パブリッククラウドやプライベートクラウド
など）をまたいでアプリケーションのワークロードを導入することができます。

– サービスマネジメント機能のダイレクトな統合をサポートします。
– パターンを使用してソリューションの設計・構築を行います。
– ユーザー定義、ポリシーベースのガバナンスと論理的なアプリケーション・モ

デリングを提供することで、実行する各タスクの適切なサイズとサービスレベ
ルに合わせて複数のテクノロジーをまたぐマルチクラウドサービスを確実に提
供できます。

– 計画、構築、デプロイメントの機能（0日目と1日目）とデリバリー・サポート・
サービス (2日目）を自動化します。

統合管理サービス機能で包括的なソリューションを
提供
カスタマイズされた専用ポータルとダッシュボードにより、インテリジェントな
運用の導入・監視・管理プロセスを簡素化します。ダッシュボードは組織ごとに
特定のニーズに合わせて調整するため、ワークフローの作成を容易にするグラ
フィカルな統合開発環境を提供し、エクスポートとインポートを行うパッケー
ジが用意されています。また、このソリューションは、セキュリティとコンプライ
アンス管理によるパッチ適用やインシデント修復、正常性スキャンの運用自動
化をサポートします。

自動化されたパターンやワークフローの導入に
よるDevOpsの向上
このサービスは、SDDC(ソフトウェア定義データセンター）の基準と自
動化のための幅広い資産を活用しています。これらの資産には、運用
効率を高め、ミドルウェアサービスの導入に必要な時間を大幅に短縮
できるグローバル・パターン・ファクトリー機能が含まれます。

キンドリルをお勧めする理由
キンドリルには、世界に必要不可欠なテクノロジー・システムをデザイ
ン・構築・運用する豊富な専門知識があります。私たちは、社会を成長へ
と導く重要なインフラストラクチャーを発展させることに全力を尽くしま
す。私たちは、新たな方法でシステムを作り出すことで優れた基盤を構
築しています。適切なパートナーを選定し、ビジネスに投資し、お客様と
ともに課題に向き合い、新たな可能性を解き放ちます。 

キンドリルの Multicloud Deployment Services がお客様のデジタ
ル・エンタープライズ化へのジャーニーをシンプルで最適化する方法
について詳しくは、キンドリルの担当者または kyndryl.com をご覧
ください。

https://www.kyndryl.com/jp/ja
https://www.kyndryl.com/jp/ja
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